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次世代の学校・教育現場を見据えた

先端技術・教育データの利活用推進事業

令和5年度

学習特性アセスメントによる

学習の個性化の実現と展開
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次世代の学校・教育現場を見据えた先端技術・教育データの利活用推進事業

■ 目的：学習特性アセスメントによる学習の個性化の実現と展開

● 「学習の個性化」の前提となる個性的な学び、自分らしい学び方への気づきと把握
● 生徒が「自らの学習特性を把握し、得意な学び方を発揮する」ための自分学の提供
● 教員が生徒の学習特性に対応するために多様な選択肢を持つためのの研修

■ 実施概要
● 生徒へのアプローチ

○ アセスメント
○ 自分学講座の実施

● 教員へのアプローチ
○ アセスメントからの「学習の個性」の把握と環境づくりに関する研修の実施

■ 対象
● 鎌倉市深沢中学校

○ 1年生（アセスメントと自分学）160名
○ 2学年（アセスメント）140名
○ 教員 10名

● 鎌倉市立岩瀬中学校
○ 1年生（アセスメントと自分学）160名
○ 2年生（アセスメント）160名
○ 教員 30名



3

自分に合った学びの内

容や方法を知り、選ぶ

ことが可能になる

1 教員研修の実施

認知特性や興味関心領域を把握するアセスメントから読
み取る、個々の才能や自分の学び方のクセの把握、及び
それに合わせた環境づくりについての研修を実施する

事業での実施内容（教員への研修）

成績だけでない学びの

プロセスの評価が可能

になり、個別計画を立

てやすくなる

for 
kids

for 
teacher
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ビジョンコラージュの作成

自分学講座の実施2 アセスメントの実施 3

事業での実施内容（生徒への授業）

アセスメントにより「個才」を把握
学び方のクセを知ることによる学習の個性化

自分学により「自己理解」を深める
価値観や興味関心を見つめて学習の個性化
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5月 6月~7月 夏休み 9月~10月

6月13日

教員研修

5月24日

顔合わせ
実証準備

6/29
アセスメント
（事前）

+
自分学

（3コマ）

9月
自分学

（３コマ）

+
10/12

フィードバック
アセスメント
（事後）

実施概要（スケジュール）

ダイアリー

5月末

システム
環境構築

9月 12月 1月

8月末
教員研修

9月後半
アセスメント
（事前）
1・2年生
9/21：2コマ

10月~11月

自分学
（６コマ） 1/25：発表会

1年生：自分探究
2年生：キャリア探究

岩
瀬
中
学
校

深
沢
中
学
校

ワークショップ
2コマ

2月

2/9
自分学

（フィードバック）

+
アセスメント
（事後）
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実施報告（教員への研修）

アセスメントにより把握した生徒の認知特性や実際の学習指導場面に活かすためのワークを実施した。
最終アウトカム「多様な選択肢を提供できる」にアプローチ。

生徒の入力特性に応じた手立てを考察 生徒の出力特性に応じた手立てを考察
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実施報告（生徒へのアセスメント解説）

自分の学びの特徴が生かされている場面について
考察し、アセスメント結果を読み解いた。

仲間の学びの特徴が生かされている場面について
書き出し、共有することで、自覚していなかった

学びの特徴を発見した。
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実施報告（自分学 7つのアイテム）

過去 現在 未来

Google 

Workspace

ログイン

ユーザー情報との
紐付け・集計処理

ダイアリーに
テキスト入力

クラウドサービスにより
テキスト解析

Google認証

マイページからア
セスメントを実施
し、ログを確認
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実施報告（ダイアリー概要）

現在

好奇心、興味、関心に
フォーカスしてとって
おきの「一枚の写真」
と「テキスト」を日々
ダイアリーとしてため
ていく

テキストのAI解析にて
フィードバック

↓

自分自身を
客観的に見つめて
自己理解を深める
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実施報告（自分学の授業の進め方）

Googleスライドにて教材・
ワークシートを提供

学校（先生） 学校（生徒）

Google Classroomにて生徒
に配布・収集

状況により音声入りスライ
ドを活用

自分学の授業は各先生がT1
として実施。SPACEは進
行・テクニカル面でサポー
ト。

各自のタブレット端末でワ
ークシートを開いて作業し、
Google Classroomで提出す
る。

アセスメントやワークシー
トは、いつでも見返すこと
ができる。
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実施報告（ワークショップ）

アセスメントや自分学を通して深まった自己理解を、「学び」の場面に戻し、具体的な学びの場面や方法に落とし
込むワークショップを実施した。

時代によって社会的な出来事や背景が異なるため、学ぶ
場所や学び方に違いがあることをクイズを通して学ぶ。

GIGAスクール時代において、自分に合う学びのスタイル
を考え、「私の学び方トリセツ」を作成した。
・「主体的に学べるようになる」
・「学習環境を調整する力が身に付く」

1時間目 2時間目
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事業報告（効果検証の途中経過）

● 7つのアイテムの中で自己理解に役立ったツ
ールとしては、「spaceQのアセスメント」
が49.3%と最も高く、アセスメントが自己
理解に作用していることが示唆された。

● 自分学を通して、「自己理解が深まった」
との回答が64.5%、「自分自身を見つめる
時間が持てた」との回答が58.5%といずれ
も半数以上が好転的に作用していた。

58.5%64.5%

49.3%

自分学の7つアイテムで、自分自身を見つめるのに役に立ったものはありまし
たか？あったものについてチェックを入れてください。（複数回答可）
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【教員】「学級の生徒の学習面の得意不得意を把握している」に
「あてはまる」と回答した教員の割合（プレ15.4％→ポスト
33.3％）

事業報告（効果検証の途中経過）

【教員】「 新しい発想やアイデアを生み出す力 」が「ほぼ全員に身
についている」と回答した教員の割合（プレ0％→ポスト12.5％）

データが揃い次第分析し、3月中旬までに分析結果をご報告します。
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